
東
北
の
場
合
は
、
県
立
宮
城
病
院
の
こ
ろ
に
歯
科
が
お
か
れ
、
そ
れ

が
引
き
つ
が
れ
る
形
で
一
九
三
三
年
、
講
師
と
し
て
野
田
穣
が
就
任
し
、

一
九
四
二
年
か
ら
は
講
義
と
し
て
も
歯
科
学
が
開
講
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
後
歯
学
部
も
創
設
さ
れ
て
い
る
。

京
郁
の
場
合
は
医
学
部
の
発
足
は
早
か
っ
た
が
、
歯
科
学
講
座
の
創

設
は
一
九
四
四
年
に
美
濃
ロ
玄
が
助
教
授
に
な
っ
て
か
ら
は
じ
め
ら
れ

た
。
こ
れ
は
す
で
に
一
九
一
六
年
か
ら
府
立
医
大
に
、
京
大
出
身
の
本

永
七
三
郎
が
主
任
と
し
て
歯
科
学
講
座
を
ひ
ら
き
活
動
し
て
い
た
た
め

で
あ
る
。
京
大
に
も
歯
学
部
は
お
か
れ
て
い
な
い
。

な
お
、
帝
国
大
学
以
外
で
は
千
葉
大
学
医
学
部
の
歯
科
は
す
で
に
一

九
一
三
年
か
ら
県
立
千
葉
医
専
の
と
き
か
ら
第
二
外
科
で
歯
科
を
担
当

し
、
一
九
二
一
年
に
入
戸
野
賢
二
が
主
任
と
な
っ
て
こ
れ
が
国
立
移
管

校
に
ひ
き
つ
が
れ
て
い
る
。

私
立
大
学
医
学
部
で
は
一
九
二
○
年
、
慶
応
義
塾
大
学
医
学
部
設
立

と
と
も
に
、
岡
田
満
が
主
任
教
授
と
な
り
歯
科
学
教
室
が
発
足
し
て
い

る
。

（
一
九
九
五
年
一
月
例
会
）

て
創
設
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
大
阪
医
科
大
学
↓
国
立
移
管
の
経
緯
を

と
っ
て
引
き
つ
が
れ
る
・
こ
れ
が
大
阪
大
学
歯
学
部
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
。

北
海
道
の
場
合
は
、
医
学
部
設
立
七
年
後
、
一
九
二
七
年
、
付
属
病

院
に
歯
科
が
設
置
さ
れ
、
そ
れ
が
充
実
さ
れ
て
行
く
。
歯
学
部
が
設
置

さ
れ
て
い
る

中
国
古
代
医
学
は
解
剖
学
を
基
礎
に
し
て
構
築
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

医
学
を
理
解
す
る
為
に
は
そ
の
解
剖
学
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
素
問
、

霊
枢
、
難
経
、
漢
書
を
資
料
と
し
て
漢
代
の
解
剖
学
を
考
え
た
。

解
剖
に
関
す
る
記
述
は
漢
書
巻
九
十
九
王
弄
伝
に
あ
る
。
「
窪
義
党
、

王
孫
慶
捕
得
、
弄
太
医
尚
方
與
好
屠
共
割
剥
之
、
量
度
五
蔵
、
以
竹
筵

導
其
脈
、
知
所
終
始
、
云
、
可
以
治
病
」
。
此
の
記
述
の
要
点
は
三
つ
あ

る
。
一
つ
は
五
蔵
の
度
量
で
あ
る
。
難
経
四
十
二
難
に
は
、
口
歯
か
ら

肛
門
に
至
る
消
化
管
各
部
の
大
き
さ
と
重
さ
、
五
蔵
、
胆
、
膀
胱
、
気

管
と
咽
門
の
大
き
さ
と
重
さ
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
る
。
こ
の
時
の
解

剖
の
記
録
だ
と
云
う
人
が
あ
る
が
、
確
証
は
無
い
。
二
つ
は
血
管
の
走

行
を
追
っ
て
、
起
点
よ
り
終
点
に
至
る
全
経
過
を
確
認
し
た
こ
と
で
あ

る
。
血
管
系
の
全
体
像
が
心
経
と
衝
脈
の
記
載
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
後
に
述
べ
る
。
三
つ
は
そ
の
臨
床
的
活
用
で
あ
る
。

解
剖
と
い
う
言
葉
は
霊
枢
の
経
水
第
十
二
に
見
え
る
。
「
若
夫
八
尺
之

士
、
皮
肉
在
此
、
外
可
度
量
切
循
而
得
之
、
其
死
可
解
剖
而
視
之
」
。
体

表
を
度
量
切
循
し
て
得
た
デ
ー
タ
は
霊
枢
の
骨
度
第
十
四
に
あ
る
。
解

剖
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
の
内
、
蔵
府
の
大
き
さ
と
重
さ
は
腸
胄

第
三
十
一
、
平
人
絶
穀
第
三
十
二
に
、
血
管
の
走
行
と
長
さ
は
営
気
第

十
六
と
脈
度
第
十
七
に
、
記
さ
れ
て
い
る
。

漢
代
の
解
剖
学

家
本
誠
一
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素
間
陰
陽
応
象
大
論
第
五
に
云
う
。
「
上
古
聖
人
、
論
理
人
形
、
列
別

蔵
府
、
端
絡
経
脈
、
会
通
六
合
」
と
。
昔
の
学
者
が
、
人
間
の
形
態
に

つ
い
て
整
然
と
筋
道
を
立
て
て
述
べ
た
所
に
よ
れ
ば
、
蔵
府
を
解
剖
（
列

も
別
も
分
解
の
意
）
し
、
血
管
を
左
右
対
照
的
に
整
然
（
端
）
と
連
絡
配

置
し
、
全
身
を
総
合
的
に
把
握
し
た
、
と
云
う
の
で
あ
る
。
解
剖
は
漢

代
医
学
が
人
形
の
論
理
を
究
明
す
る
為
に
意
識
的
に
採
用
し
た
方
法
で

あ
る
。
偶
々
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

中
国
古
代
医
学
の
方
法
は
観
察
と
度
量
で
あ
る
。
そ
こ
で
得
ら
れ
た

デ
ー
タ
に
類
推
を
重
ね
洞
察
を
加
え
て
、
人
体
の
真
相
を
究
明
し
た
。

解
剖
は
度
量
と
観
察
を
駆
使
し
て
遂
行
さ
れ
る
医
学
の
最
も
基
礎
的
な

研
究
方
法
で
あ
る
。
中
国
古
代
医
学
が
、
近
世
以
降
の
中
医
学
や
日
本

の
漢
方
に
比
較
し
て
、
遥
か
に
優
れ
た
実
証
的
合
理
性
と
体
系
性
を
備

え
て
い
る
理
由
は
こ
の
解
剖
学
の
存
在
に
よ
る
。
漢
代
解
剖
学
の
テ
ー

マ
は
蔵
府
と
経
脈
で
あ
る
。

こ
の
蔵
府
経
脈
に
関
す
る
解
剖
学
的
知
識
の
臨
床
的
活
用
は
素
問
、

霊
枢
の
全
編
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

漢
代
の
解
剖
学
は
次
の
よ
う
な
構
成
を
持
っ
て
い
る
。

一
、
体
表
解
剖
学
ａ
外
的
区
分
（
頭
、
四
肢
、
躯
幹
）
ｂ
体
表
構

成
（
皮
層
、
肌
肉
、
筋
、
骨
）

二
、
内
蔵
解
剖
学
ａ
計
測
解
剖
学
（
骨
度
、
脈
度
腸
胄
、
平
人
絶
穀
）

ｂ
気
の
解
剖
学
（
三
焦
、
脾
胄
、
精
気
、
津
液
、
経
脈
）
Ｃ
蔵
府
経
脈

三
、
臨
床
解
剖
学
ａ
陰
陽
五
行
シ
ス
テ
ム
（
五
行
配
当
表
）
ｂ
視

覚
、
聴
覚
、
発
声
の
機
構
Ｃ
営
衛
ｄ
精
神
魂
塊

四
、
発
生
学

以
下
、
本
槁
で
は
二
の
ｂ
、
気
の
解
剖
学
に
就
い
て
略
述
す
る
。
文

献
は
霊
枢
の
営
衛
生
会
第
十
八
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
栄
養
生
理
に
関
す

る
基
本
的
形
態
学
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
記
述
を
現
代
解
剖
学
と

対
比
し
て
考
え
る
に
、
三
焦
は
リ
ン
パ
管
系
統
で
あ
り
、
そ
こ
を
行
く

気
は
リ
ン
パ
（
と
乳
嘩
）
で
あ
る
。

即
ち
上
焦
は
冑
周
囲
の
リ
ン
パ
管
か
ら
始
ま
り
、
食
道
、
肺
門
、
気

管
支
、
気
管
周
囲
の
リ
ン
パ
管
を
経
て
上
肢
の
リ
ン
パ
管
へ
と
接
続
し

て
い
る
。
こ
こ
を
流
れ
る
気
は
衛
気
と
よ
ば
れ
る
。
そ
の
実
質
は
リ
ン

パ
液
で
あ
る
。
但
し
、
こ
の
気
は
鎖
骨
下
の
血
管
周
囲
を
囲
繧
し
て
上

肢
に
至
り
、
太
陰
肺
経
の
外
側
を
走
る
が
、
こ
れ
以
降
の
衛
気
の
機
能

は
神
経
系
の
そ
れ
で
あ
っ
て
、
リ
ン
パ
の
機
能
で
は
な
い
。
中
焦
は
胸

管
で
あ
る
。
そ
こ
を
流
れ
る
気
は
営
気
と
云
う
。
冑
で
消
化
し
た
飲
食

物
を
絞
り
、
採
っ
た
津
液
を
蒸
留
し
、
そ
の
結
果
得
ら
れ
た
精
微
即
ち

エ
キ
ス
が
営
気
で
あ
る
。
胸
管
を
経
て
左
の
鎖
骨
下
静
脈
角
に
入
っ
て

血
液
と
混
渚
す
る
。
即
ち
化
而
為
血
で
あ
る
。
下
焦
は
腸
管
と
骨
盤
内

の
リ
ン
パ
管
で
あ
る
。
こ
こ
を
流
れ
る
リ
ン
パ
は
膀
胱
に
入
っ
て
尿
と

な
る
。
尿
を
分
泌
し
た
残
り
の
粕
は
大
便
と
な
る
。
即
ち
下
焦
は
大
小

便
の
振
り
分
け
を
す
る
器
官
で
あ
る
。
腎
は
こ
の
過
程
を
制
御
す
る
が

尿
は
作
ら
な
い
。

三
焦
を
行
く
気
は
液
体
で
あ
り
、
栄
養
素
で
あ
る
。
こ
の
液
体
を
運

行
す
る
原
動
力
は
脾
と
呼
吸
で
あ
る
。
脾
は
気
を
冑
か
ら
肺
経
ま
で
運

び
、
そ
こ
か
ら
先
は
呼
吸
に
よ
っ
て
行
く
。
導
引
、
行
気
は
呼
吸
を
整

え
て
気
を
行
る
技
術
で
あ
る
。
心
は
血
液
循
環
の
原
動
力
で
は
な
い
。

心
尖
拍
動
は
冑
の
大
絡
の
脈
動
で
あ
る
。
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山
根
信
子

正
式
名
称
は
弓
胃
詞
昌
巴
冒
且
○
国
西
○
の
宮
旦
冨
匡
の
①
匡
ョ
陣

シ
月
三
ぐ
＄
ｏ
ｇ
ｑ
①
で
あ
る
。

ロ
ン
ド
ン
市
の
東
、
地
下
鉄
、
ホ
ワ
イ
ト
チ
ャ
ペ
ル
駅
で
下
車
し
地

上
に
出
る
と
、
正
面
に
古
く
て
大
き
な
建
物
が
あ
り
、
そ
れ
が
ロ
ン
ド

ン
病
院
の
本
館
で
あ
る
。
一
七
四
○
年
に
施
療
病
院
と
し
て
設
立
さ
れ

た
。

こ
の
地
区
は
現
在
も
イ
ー
ス
ト
エ
ン
ド
と
呼
ば
れ
移
民
・
下
級
労
働

者
・
港
湾
労
働
者
・
貧
民
達
の
居
住
地
区
で
ポ
リ
ス
も
あ
ま
り
行
き
た

が
ら
ぬ
地
区
と
聞
く
。
昼
間
で
も
一
人
で
歩
く
に
は
少
々
の
緊
張
を
伴

う
・
有
色
多
民
族
労
働
者
の
街
で
英
語
を
解
せ
ぬ
人
々
も
多
い
よ
う
だ
。

病
院
の
案
内
板
に
は
英
語
・
ア
ラ
ビ
ア
語
・
中
国
語
等
々
で
掲
示
さ
れ
、

外
来
患
者
も
九
九
％
が
有
色
人
種
の
よ
う
で
あ
る
。

脾
は
膵
臓
で
あ
る
・
脾
は
胃
と
膜
を
以
て
相
連
な
る
臓
器
で
あ
る
（
素

問
二
十
九
）
。
脾
臓
も
脾
で
あ
る
。
脾
は
血
を
蔵
し
て
五
蔵
を
温
め
る
こ

と
を
主
る
（
難
経
四
十
二
）
。

経
脈
は
血
管
と
神
経
の
反
射
現
象
で
あ
る
。
経
脈
は
血
液
を
運
行
す

る
器
官
だ
と
記
し
て
あ
る
。
（
霊
枢
四
十
七
）
。
心
経
（
霊
枢
十
）
、
衝
脈
（
霊

枢
三
十
八
）
の
経
路
は
血
管
系
の
主
幹
の
全
体
像
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

（
一
九
九
五
年
二
月
例
会
）

ロ
ン
ド
ン
病
院
博
物
館
報
告

本
館
と
外
来
棟
の
間
に
医
学
校
（
一
七
八
五
～
）
が
あ
り
、
道
一
つ
へ

だ
て
て
向
い
側
が
医
学
校
図
書
館
で
、
そ
の
地
下
室
が
博
物
館
で
あ
る
。

こ
の
図
書
館
は
一
九
世
紀
初
頭
の
イ
ギ
リ
ス
教
会
ス
タ
イ
ル
で
、
内
に

入
る
と
教
会
の
礼
拝
堂
そ
の
も
の
が
図
書
館
に
な
っ
て
い
る
デ
ザ
イ
ン

で
、
建
物
自
体
も
博
物
館
の
よ
う
で
あ
る
。
博
物
館
は
一
九
九
○
年
九

月
、
病
院
設
立
二
五
○
年
を
記
念
し
て
開
館
さ
れ
た
。

一
九
九
一
年
十
月
に
初
め
て
訪
れ
た
時
は
入
館
料
を
払
い
内
に
入
っ

て
も
何
か
雑
然
と
し
た
印
象
で
あ
っ
た
が
、
一
九
九
七
年
一
月
の
訪
問

時
は
、
入
館
料
無
料
で
展
示
も
年
代
を
追
っ
て
美
し
く
わ
か
り
や
す
い

展
示
に
な
っ
て
い
た
。

第
一
の
コ
ー
ナ
ー
は
一
七
四
○
年
か
ら
一
八
六
三
年
ま
で
で
一
七
四

○
年
当
時
の
こ
の
地
区
の
住
民
や
港
湾
労
働
者
の
様
子
が
良
く
理
解
で

き
る
展
示
で
、
施
療
病
院
の
存
在
価
値
が
浮
き
ぼ
り
に
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
期
、
こ
こ
で
活
躍
し
た
医
師
旨
日
①
⑩
顧
鼻
ヨ
の
○
コ
（
弓
設

～
屍
塁
）
、
四
局
弓
旨
四
目
囚
５
ａ
（
屍
Ｓ
～
扇
ぎ
）
の
業
績
紹
介
と
共

に
当
時
使
用
さ
れ
た
医
用
器
械
や
看
護
用
具
、
食
器
類
（
病
院
名
入
）
が

展
示
さ
れ
て
い
る
。

第
二
の
コ
ー
ナ
ー
は
一
八
六
四
年
か
ら
一
九
一
八
年
ま
で
で
、
私
は

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
最
も
強
く
ひ
き
つ
け
ら
れ
た
。

一
八
三
○
年
～
一
八
六
六
年
頃
、
こ
の
地
区
で
は
「
コ
レ
ラ
」
が
大

流
行
し
た
。
そ
れ
に
対
す
る
病
院
の
活
動
や
公
衆
衛
生
事
業
の
発
展
が

わ
か
り
易
く
展
示
さ
れ
て
い
る
。
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

の
活
動
も
大
い
に
影
響
し
て
彼
女
の
業
績
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
当
院

の
名
マ
ト
ロ
ン
で
あ
る
閃
く
四
目
鼻
①
の
は
一
八
八
○
年
か
ら
一
九
一
九

(112) 130


